
京都海区漁業調整委員会議事録 

 

１ 開催日時  令和３年６月 15日（火） 午後２時 00分～２時 45分 

２ 開催場所  京都府宮津市字小田宿野 1029-3  京都府水産事務所 研修室 

３ 出 席 者  京都海区漁業調整委員会 

                     会 長  葭矢  護 

                     副会長  八木 一弘 

                                          委 員  津田 嘉春 

委 員  川﨑 芳彦 

委 員  狩野 安德 

委 員  石倉 尚正 

委 員  村岡 繁樹 

委 員  益田 玲爾 

委 員  池田香代子 

                 事 務 局 局 長  井谷 匡志 

                     次 長  井上 太郎                      

                     職 員  藤原 美鈴 

         京都府農林水産部水産課 副主査  野口 俊輔                        

         京都府水産事務所漁政課 課 長  戸嶋  孝 

                     主幹兼係長 宮嶋 俊明 

                     技 師  水谷 昂栄 

       京丹後市海農林水産部業水産課 課 長  磯田 新也 

４ 議事事項と結果 

第１号議案 京都府資源管理方針の一部改正について(諮問) 

･･･諮問の原案に異議ない旨答申することを議決した。 

 第２号議案 特定水産資源に関する令和３管理年度における知事管理漁獲可能量

について(諮問) 

      ･･･諮問の原案に異議ない旨答申することを議決した。 

第３号議案 知事許可漁業における制限措置等について(諮問) 

     （小型機船底びき網漁業(手繰第一種漁業)の制限措置等について(諮問)） 

･･･諮問の原案に異議ない旨答申することを議決した。 
  



 

５ 議 事 

 
井谷局長  定刻になりましたので、第２回京都海区漁業調整委員会を開催させ

ていただきます。委員の皆様並びに関係者の皆様におかれましては、

お忙しい中を出席いただきありがとうございます。 

 

さて、コロナウィルスに係る緊急事態宣言が続き、魚の価格も影響

を受けております。本年５月の漁獲量は 462トンと平成 16年から 20

年までの平均と比べ 60パーセント、漁獲金額は 177百万円で、同じ

く 67パーセント、単純な平均キロ単価は 383円で、同じく 112パー

セントでした。これは、カタクチイワシなど安い価格の魚の漁獲量が

少なかったことによるもので、シロイカ、スズキ、活魚などを中心

に、魚の価格が安い状況が続いております。水産事務所としまして

も、注意深く監視することを考えております。 

 

本日開催の委員会ですが、これまでと同様に会場を広くとり、人口

密度を下げております。聞きとりにくいこともありますので、これま

で同様に発言の際にはマイクを用いてお願いします。  

 

なお、本日は、吉本委員が、やむを得ない事情で御欠席ですが、出

席委員は９名であり、委員会規程第６条により開催の要件は満たして

おります。では、ここからは葭矢会長の議事進行でお願いします。 

 

葭矢会長    御多用のなか、出席賜りありがとうございます。事務局長の挨拶が

ありましたが、気温が上がり、コロナの関係で、マスクをするのがしん

どいので、早くこのマスクが解消され、漁業が発展していくようお願

いたしまして簡単な挨拶とさせていただきます。 

 

本日は３議題あり、第１号議案「京都府資源管理方針の一部改正に

ついて」、第２号議案「特定水産資源に関する令和３管理年度における

知事管理漁獲可能量について」、第３号議案「知事許可漁業における制

限措置等について」です。全て京都府知事からの諮問で答申に向けて

御審議願います。 

 

本日の議事録署名委員を指名させていただきます。津田委員、益田

委員にお願いします。 

 

           次第にしたがい進めます。第１号議案「京都府資源管理方針の一部

改正について」を審議します。京都府から説明をお願いします。 

 

京 都 府      【第１号議案 資料に基づき説明】 

 



葭矢会長    第１号議案の説明がありました。只今の説明について、御意見、御質

問ありませんか。 

 

【委員からの発言なし】 

 

葭矢会長    御意見、御質問ありませんか。 

 

八木副会長   ありません。 

 

葭矢会長    それでは、本議案は、特に問題なく、京都府知事に原案に異議のない

旨、答申しますが御異議ございませんか。 

 

【異議なしの声】 

 

葭矢会長    それでは、異議ない旨、答申をいたします。 

 

第２号議案「特定水産資源に関する令和３管理年度における知事管

理漁獲可能量」を審議します。本議案は、タイトルは同じですが、知事

からは個々の内容のものが２つの諮問をされており、個々に審議をい

たします。 

 

まず、ずわいがに、さばの内容を京都府から説明をお願いします。 

 

京 都 府   【第２号議案（ずわいがに、さば） 資料に基づき説明】 

 

葭矢会長    第２号議案のずわいがに、さばに関する説明がありました。只今の

説明について、御意見、御質問ありませんか。 

 

川﨑委員    今期のずわいがにの漁獲可能量の 34トンですが、この数値は、毎年

変わりますか。 

 

野口副主査   毎年数値は変わります。 

国が、毎年、資源状況を調査し、結果に応じて資源評価を行い、   

海域全体の漁獲可能量が変わること、それと過去の漁獲実績に応じ 

各府県に配分されるため、毎年、数値が変動します。 

 

川﨑委員    わかりました。 

 

葭矢会長    ずわいがにの数値の見直しは、国の資源調査の状況により変わる説

明でした。34トンは昨年度と比べてどうですか。 

 

野口副主査   昨年度漁期の漁獲可能量は 46 トンでした。10 トンほど減りました。 

 



葭矢会長    理由は、何かありますか。 

 

野口副主査   理由は、2 つあります。資源評価の結果から、昨年度と比べ資源状況

が良くないことから、海域全体の漁獲可能量が減ったのが大きな原因

です。もう１つは、海域内での各府県への配分比率の見直しが３年に

１度あり、今回が見直しの年であり、配分比率が前回よりも若干減少

した影響もあります。 

 

ただ、昨年度の漁獲実績と今回の 34 トンを比べると、34 トンは、

昨年度の漁獲実績よりも上回り、十分余裕があり、特段問題は無いと

考えています。 

 

また、ずわいがに漁業は業界間のルールがあり、漁獲可能量が、上限

に近づいた場合、全体の留保枠などから、小型底びき網漁業に優先的

に漁獲可能量を追加配分されることもあり、昨年度よりも 10トンほど

減少していますが、問題はないと考えております。 

 

葭矢会長    昨年度よりも 10トンほど減っていますが、漁獲実績から今期の漁獲

可能量 34トンは、比較的余裕のあること、さらに、業界の申し合わせ

で、漁獲可能量の上限に近づいた場合、小型底びき網漁業は、他の漁業

に比べて、漁獲可能量の追加配分が優先されるようです。 

 

その他に何かありませんか。 

 

【委員からの発言なし】 

 

葭矢会長    他にないようでしたら、ずわいがに、さばに関しまして、本議案は特

に問題がなく、京都府知事に原案には異議のない旨、答申しますが御

異議ございませんか。 

 

【異議なしの声】 

  

葭矢会長    それでは、異議ない旨、答申をいたします。次に、くろまぐろの内容

を京都府から説明をお願いします。 

 

京 都 府   【第２号議案（くろまぐろ） 資料に基づき説明】 

 

葭矢会長    第２号議案のくろまぐろに関する説明がありました。只今の説明に

ついて、御意見、御質問ありませんか。 

 

八木副会長   今回の小型魚の増加分は、京都の船がよその海区で獲っているまぐ

ろの分が京都府の漁獲量に反映し、国がそれらも加味して、計算した

量で、今回、追加配分しているのではないのでしょう。 



野口副主査   そうです。委員の言うとおり、京都府の船が他の海域で漁獲したも

のが加味された追加配分ではありません。 

 

八木副会長   わかりました。京都府は、今後起きる配分量に関する問題を想定し、

漁獲可能量の配分方法について、十分取りはからってほしいなという

ことを、あえて申し上げたいと思います。 

 

葭矢会長    今回の追加配分は、国が資源状況などでの見直しで配分されたので

すか。何の関係で追加されたのですか。 

 

野口副主査   今回の追加配分は、京都府の前漁期の実績に対するものです。 

 

前漁期のくろまぐろの漁獲枠の消化率が一定高かった場合、メリッ

トとして、次漁期に、他県と比べて多く配分されることや取り残し数

量分を次漁期に繰越して配分されます。今回は、それらが追加配分さ

れたものです。 

 

葭矢会長    ぱっと聞いただけでは解りにくいですが、皆さんよろしいですか。 

 

私からの要望ですが、只今の口頭での説明内容や、なぜ、この追加

配分の数値になったのか簡単に数字の根拠を書いてもらえれば、皆さ

んの理解が深まると思います。来年から追加で資料をお願いします。 

 

野口副主査   わかりました。 

 

葭矢会長    その他に何かありませんか。この内容は注目度が高く、定置網にと

ってもどうでしょうか。益田委員何かありませんか。 

 

益田委員    ありません。 

 

葭矢会長    特に御発言もないようですので、本件に関して、八木副会長から意

見がありましたが、本議案は特に問題がなく、京都府知事に原案には

異議のない旨、答申しますが御異議ございませんか。 

 

【異議なしの声】 

  

葭矢会長    それでは異議ない旨、答申します。次に、第３号議案「知事許可漁業

における制限措置等について」を審議します。京都府から説明をお願

いします。 

 

京 都 府   【第３号議案 資料に基づき説明】 

 

 



葭矢会長    只今の説明について、御意見、御質問ありませんか。本件は、先に参

考資料の説明があったように、新しい漁業法になり、手続の透明性を

より確保するため、法令に基づいて、本委員会に諮問されています。そ

のことも含め、御理解いただき、何かありませんでしょうか。 

 

葭矢会長    私から質問します。制限措置の対象になる福井県漁業者の意見は聞

いたと説明がありましたが、京都府漁業者の意見は聞かれているので

すか。 

 

水谷技師    先ほどそこの説明ができていませんでした。 

 

諮問文の制限措置の欄の一番下に「漁業を営む者の資格」の記載が

あり、規定されている協定書は、京都府と福井県の漁業者が締結した

ものです。その内容は、操業区域、その他様々な条件を付してお互い了

解が得られたものです。この協定の参加者でなければ、京都府水産事

務所は受付けしません。 

 

葭矢会長    福井県と京都府の底びき網漁業者の間で事前に協定書が結ばれ、そ

の内容で福井県の漁業者から申請されているので、諮問の内容は京都

府漁業者からの了解得られていることですね。 

 

           その他に何かありませんか。 

 

【委員からの発言なし】 

 

葭矢会長    それでは、本議案は、特に問題なく、京都府知事に原案に異議のない

旨、答申しますが御異議ございませんか。 

 

【異議なしの声】 

 

葭矢会長    異議ない旨、答申します。議案は以上で、３議案ありました。他に発

言はありませんか。 

 

葭矢会長    事務局から何かありますか。 

 

井上次長    特にありません。 

 

葭矢会長    全体を通して何かありますか。 

 

川﨑委員    京都府海域で操業する小型底びき網漁船は、京都の船よりも福井か

らの入会の船の数の方が多いなと思って。 

 

 

 



葭矢会長    京都府では、漁業者育成を行っておられ、海の民学舎で、若い方々も

勉強していただいており、卒業生のなかから小型底びき網漁業の経営

体ができていったらいいなと思っております。 

 

また、京都府が支援事業も考えられておられますので、それにも期

待したいなと思います。 

 

特になければ、これで委員会を終了いたします。皆様暑い中ありが

とうございました。お疲れ様でございました。 

 

 

【閉 会 午後２：45】 

 

 

 以上、議事の正確なることを証する。 

 

  令和   年   月   日 

 

 

 

          議     長 

 

 

 

議事録署名委員 

 

 

 

議事録署名委員 






















































































